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1．はじめに

　 2004 年は様々 な規模 ・勢力の 台風が 日本に 上陸 し

た。勢力の 強 い 台風 に つ い て は 我々 も含め こ れ ま で

に多くの 研 究 ・解析が行われて きた 。 本研究では 勢力

が弱 く規模の 小 さい 台風 0410 号 に 注 目 し 解析 を 行 っ

た。台風 0410 号 は、8 月 4 日 00UTC に 日本の 南海

h （29．9
°N

，
137．6°E ）で 熱帯低気圧 か ら台 風 とな っ た

後、四 国 ・中国地方を縦断する ように北上 し、4 日 21

UTC には 日本海 （36．5
° N ，134 ．7°E ）で勢 力を弱め再 び

熱帯低気圧 へ と変 わ っ た。そ の 間、台風 中心付近 の最

低気圧 は 996hPa 、
ピーク時の最大風速が約 20　m ！s

で あ り、 こ れま で に 同時期 ・地域に 上陸 した多くの 台

風 と比べ 勢力は弱 く規模も小さか っ た 。 本研究で は 、

WINDAS データ （美浜 、高松、鳥 取）と高層気象観測
デ
ー

タ （潮岬、米子）を用い て 、 こ の 台風 と過去に 解析

され た勢力の 強い 台風との 構造を比較 した，

2．解析結果

　 図 1 に 示すように美浜で は、台風前面の 中心か らの

距離 （以下単に距離と呼ぶ）約 50−70km の 高度約 1−−4
km 付近 に 低気 圧 性回転の 風 の ピークが 見 ら れ る。一

方、台風後面で は距離約 50−110 　krn付近 の 高度約 4−8
km 付近 に 低気圧性回転の風の ピークが 見 られる。ま

た 、台 風 前面に お い て は 高度約 3km 以 下 で 吹き込 み

の 風、それ以上で吹き出しの 風 が観測されて い る 。　
・

方 、台風後 面では高度約 6km 以下 で吹 き込 み風 、そ

れ以 上 で 吹 き出 し の 風が観測 され て い る。今 回 得 ら れ

た台風前面 で の 観測結果 は、ウ ィ ン ドプロ フ ァ イ ラを

用 い た勢力 の 強 い 台風 の 解析結果 （例 えば、Teshiba 　 et

al．， 2004）と類似 して い るが、台風後面 は 過去 に 解析さ

れ た勢力の 強い 台風 とは異 なる風速分布をし て い る 。

　 台風 が接近 した 4 日 12UTC （台風 前面 ；図 2a）
・

13UTC （台風後面 ；図 2b）の 潮岬 に お け る高層 気象観測

に よる と、12UTC に は 高度約 2．5−3．3　km 付近に 顕

著な不安定層が存在して い た の に対し、13UTC は 同

じ高度の 不安定 は 弱 ま り、多 くの 高度で 中立 な成層 を

し て い る 。 また、12UTC に は対流圏の ほ ぼ全層に わ

た っ て 大気は 飽和し て い た の に 対 し、13UTC に は高

度約 7．5km 付近を 中心 に 相対湿度が約 60 ％ 以下の 乾

燥域が見られる 。 動径風 の観測結果 よ り、こ の乾燥域

は水平移流に よ るもの ではなく、上層か らの鉛直移流
に よ る も の で あ る 可能性が示 唆さ れ る 。

3．ま とめ

　 勢 力 の 弱 い 台風 0411号 の 中心付近の構造につ い て、
主 に WINDAS 観 測データを用 い て 調べ た 結果、　 i二陸
初期の台風前面では、過去に ウ ィ ン ドプロ フ ァ イラで

観測 され た勢力 の強い 台風 と同様な風速構造が見 られ

たが、台風後面に は見 られなか っ た 。
こ の 違 い は、台

風後面 に乾燥空気が流入 して、台風 が上陸後に急速に

衰弱 して い っ た こ とに よる と考え られ るが、今 回 の 観

測 に よ り得 られ た 台風後面 の 風速構造が、台風 の 衰弱

期に現 われ る構造な のか 、 それ とも勢力の弱 い 台風が

元々持 っ て い る構造な の か に つ い て は 、 更な る 事例解

析を行 うこ とに よ り明らか に す る 予定で あ る 。

s．o

　 5、oG

＃…

2．0

（a ）

0、D
−250　　r轌 oo

8、O

O
　

　

　

　

　　
O

6　
　
　
　
　　　　
4

（
目冖
コ

尋
国

2，0

　 　 丁驫 n80nt ぬ1　w血 d
3L腐  ：b曲 国m ； DCPk 　 45，0  

（b ）

皿 ■
一
り

1…i
一150　　−100　　｝60　　　 0　　　 50　　　ユoo　　 亀50　　 珈 　　　Iua

　 DLtimes 　f  TVpheen 　 Cenla 　〔k ロ ）

　 　 　 　 　 Radial   d
　 鋭 驫Uo μ：L髄h 叫 D 口 P▲：　 45．0  

皿 r り

霞；i
　 o．o
　 → 団50 　 　−300 　 −！oo 　 −tOO 　 　 一釦 　 　 　 　0 　 　 　 50 　 　 　 100 　 　 150 　 　 tOO 　 　 n噂 O

　 　 　 　 　 　 DtStenee　 trom 　Typhoou 　Centcr （  ）

図 1： 美 浜に おい て ウィ ン ドプ ロ フ ァ イ ラで観測 され た台風 中心に

相対 的な （a）接線風 と （b）動径風 の、台風中心 か らの 距離一高 度断

面図。距離の 正、負は それぞれ、台風 が観測点 に近付 くとき （台風

前面）、遠ざかる と き （台風後 面）を 表す。また ．接線風 の正 （負）の

値は、低 気 圧性 回 転 （高 気圧性 回 転 ）の 風 動 径 風 の 正 （負 ）の 値は、

吹き 出 し風 （吹き込 み風 ｝を表す。
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図 2： 8 月 4 日 （a ）12UTC 及 び 13　UTC の潮 岬 にお け る温 位 θ（実

線）、相当温位 θe 〔太線 ）、飽和相当温位 硲（破線）の鉛直プロ フ ァイル。
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